
☆ リトミックとはどのようなものですか？ 
   音楽で楽しく遊びながら、集中力や思考力・判

断力・創造力・表現力など、子どもが本来持って

いる基礎能力を引き出すための教育です。 
 

☆ リトミックをはじめたきっかけは？ 
   学生時代にリトミックを知り、自己表現が下手

だった自分が変われる、コミュニケーションがう

まく取れるようになると感じ、リトミックの勉強

をしたいと思いました。 
 

☆ 保育士になりたいと思ったのは？ 
   母が保育士だったからでしょうか、中学生の頃

から  ｢  保育園か幼稚園の先生になりたい、なるも

のだ ｣ と決めていました。 

   高校の時、女性だけのバンドを組んでドラムを

担当していたことが、現在、子どもたちの音感教

育にとても役立っています。 

☆ 現在の活動は？ 
   保育園で働きながら、週１日は自分で開設し

ているリトミック教室で指導をしています。 

   子育てサークルなどから指導を頼まれること

がありますが、いろいろなことを経験する事が

とてもいい勉強になります。 
 

☆ 今後の夢は？ 
   リトミックを通して世界中の子どもたちと交

流したいという夢があります。また、介護福祉

士の資格も持っていますので、それを生かして

高齢者に対するリトミックもしてみたいです。 

 鹿屋市では、男女共同参画社会を推進するため、様々な分野で活躍されている女性の

人材情報を登録し、積極的な女性登用を図っております。今回は、女性人材リスト登録

者で、保育士をしながら リトミック講師 をされている 出口菜津美さん を紹介します。

♪ 先日開催した  ｢  かのや男女共同参画社会づくりフォーラム ｣ の実行委員として、 

 託児の子どもたちにリトミックを行っていただきました。 

インタビュー 

さん
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｢ インターネット社会における私たちの責任・学校の役割 ｣ 

と題して、茨城県メディア教育指導員の 小
こ

 圷
あくつ

 真
しん

 司
じ

さん 

に講演をしていただきました。以下はその内容です。 

 私達は、子ども達に無防備に携帯を持たせてしまっている。 
ケータイ・インターネットの特性を我々大人がしっかりと理解した上で、子ども達にどういう風に使わせ

せるか、どの時期に持たせるかといったことを考えていかなければならない。 
 
 ＊ 携帯というのは、通信、インターネットができる機器、あえてカタカナ４文字で『ケータイ』と書

く。もはや『 持ち運びできる電話機 』という認識は、捨てなければならない。 
 
 ＊ インターネットは世界とつながる。取引を成立させたり、情報を入手したりできるすばらしい人間

の技術である。しかし、インターネットの中にはアダルトサイト、出会い系サイト、残虐な画像の

サイト等、違法・有害サイトと言われるものがたくさんある。インターネットというのは、たとえ

ば１冊の何でも入っている辞書であり、サイトというのは、その中の特定のページである。 
 
 ＊ インターネットサイトは全世界で120億以上あると言われ、ホワイトゾーン、グレーゾーン、ブラッ
クゾーンに分類されている。ホワイトゾーンというのは、子ども達にとって、有益で害のない、学

習の役に立つようなサイトで企業の公式サイト等も含まれる。一方いわゆる違法、有害、犯罪に直

結するようなサイトをブラックゾーンと言う。そして、グレーゾーンが全体の８割を占めると言わ

れており、子ども達が好んで遊ぶ、ゲームやコミュニティサイト等、大半がこのグレーゾーンに分

類されている。操作ひとつで一気にブラックゾーンに突入するという危険性をはらんでいる。 

 

 ＊ 掲示板という言葉を良く耳にすると思う。小学生の掲示板でも、小学生といいながら実際には、大

人の男性が書き込みをしているかもしれない。小児性愛者というのは、こういったサイトを好んで

利用するということがあり、子ども達は、その罠に引っかかってしまう危険性が非常に高い。 

   掲示板に関連した事件で、大阪の高校１年生が、インターネット上に自分の通う高校の校長先生を

名指しして、殺すという書き込みをして逮捕された。もはや子ども達は、加害者、犯罪者側にも立

ってしまっている。 

平成20年10月18日 ( 土 ) リナシティかのや ホールにおいて開催しました。

あなたの大切な人は大丈夫？？ 便利なケータイ、怖いケータイ 

子どもに与える時期は･･･？ 使い方は･･･？ 

ケータイについて一緒に考えて見ましょう！ 



 

☆ コーディネーター･･･前 原 さとみさん ( ＦＭかのや ） 

☆ アドバイザー･･･小 圷 真 司さん 

☆ パネラー･･･････鈴 木 周一郎さん ( 鹿屋女子高等学校 ) 

          馬 込 美 幸さん ( ハローワークかのや ) 

          米 森 孝一郎さん ( 県警サイバー犯罪対策室 ) 

          八 木 幸 美さん ( 鹿屋女子高等学校３年生 ) 

          児 島 一 利さん ( 鹿屋農業高等学校１年生 ) 

 ｢  今どきのケータイ事情  ｣ というテーマで、シンポジウム

を開催しました。高校生を含む７名の方に登壇いただき、それぞ

れの立場でご意見を伺いました。会場の出席者からも質問が出さ

れ、活発な討議がなされました。 

＊ 出会い系サイトに絡んだ事件が各地で起きているが、今までの誘拐とは少し異なり、被害者が加害者

に自ら会いに行っているのが大きな特徴である。そして、被害者の83.1％が、18歳未満の児童であ

る。 
 
＊ プロフィールサイトというのがある。プロフィールは、自己紹介という意味で、こういったサイトを

作って子ども達は楽しんでいる。中には性別、誕生日、星座、住んでいる所、学校名、何年何組何番

まで出ていたら、この子を特定することは簡単である。プロフィールサイトに顔写真を載せた場合、

悪用される危険性もあるということを知らずに載せてしまっている。 
 
子どもにケータイを与える時の注意 

 

 １. ケ－タイを甘く見ると、非合法での『 どこでもドア 』になるということを 

理解いただきたい。子ども達は、自分の部屋にいながらにして、風俗街を散 

歩したリ、凶器・薬物の売買、あるいは他人への誹謗中傷等、何でもできて 

しまう。だから、子ども部屋にケータイを持ち込ませてはいけないと私は叫びたい。 
 

 ２.青少年が使うインターネットには、フィルタリング ( 有害サイトが映らないようにする仕組み ) をか

けよう。フィルタリングには、２種類ある。ホワイトゾーンの害のないサイトのみを集めて見られ

るようにしたものがホワイトリスト方式。もう１つは、ブラックリスト方式。ブラックゾーンに属

する有害サイト、違法サイトをピックアップし、見られないようにするが、グレーゾーンのサイト

は見ることができてしまう。是非ホワイトリスト方式のフィルタリングをかけて欲しい。 
 

 ３. 今やケータイは、電話、ＧＰＳ、テレビ、カメラ、メール、お財布ケータイ、そしてインターネッ

ト、何でもついている。子ども達に与えるケータイにこれらの機能が必要だろうか。特に、カメラ

機能、メール機能、インターネット機能、これについては、しっかり考えてみて欲しい。インター

ネットが使える状態で、子どもに渡すのであれば、何が起きても不思議ではないと認識して欲し

い。 

 

  利用目的、利用時の約束を子どもとしっかり話し合い、フィルタリングやアクセス制限
は必ず行う。名義は保護者とし必要な機能だけ選ぶ。これは非常に大切なことである。 



 

《 問い合わせ先 》 

 〒893－8501 鹿屋市共栄町20番 1号 

  TEL ：（0994）31－1147 

  FAX：（0994）40－3003 

  市民活動推進課（男女共同参画推進室） 

 〈メールアドレス〉 

  danjyo@e-kanoya.net 

地域の活性化や活動の促進を目的に 

 

 

 

   活動発表会 ＆ 意見交換会 

◎ 開催日：平成 21年１月 18日 ( 日 ) 
      10時 ～ 12時 
◎ 会 場：湯遊ランドあいら 

◎ 内 容：吾平地域内で活動している団体・住 
      民のみなさんの交流会 

       ① 寸 劇 母ちゃん劇場 

         ｢ 大地とさくらの ﾊｯﾋﾟｰｽﾄｰﾘｰ  ｣ 

       ② 吾平町 16団体の活動発表 

       ③ 意見交換会 

       ④ ミニ講演 ｢ 食の安全と安心 ｣ 
 

 
 
 
   講演会 ＆ 読み聞かせ 
◎ 開催日：平成 21年１月 25日 ( 日 ) 
      10時 ～ 12時 
◎ 会 場：輝北総合支所 大会議室 
◎ 内 容：① オープニング 読み聞かせ 
        輝北町おはなしグループ 
        ｢ ちいさなくれよん ｣ 

       ② 講 演：食生活が人生を変える 
           ～自然に学ぶ生き方～ 

講 師：橋之口みゆき さん 
 
 

 
 

   活動発表会 ＆ 意見交換会 
◎ 開催日：平成 21年２月１日 ( 日 ) 
       10時 ～ 12時 
◎ 会 場：串良公民館 
◎ 内 容：串良地域の女性団体のネットワーク 
       づくり 

       ① 串良町内の団体の活動発表 

       ② 霧島市 waiwaiアトリエ 原田則子 
        さんの活動紹介 
       ③ 意見交換会 
 

 【 問い合わせ・申込先 】 

   ・市民活動推進課 男女共同参画推進室 

   ・各会場の総合支所 市民生活課 

   ☆ 貸 出 期 間 原則２週間以内 

   ☆ 貸 出 本 数 １回につき３本以内   

   ☆ 申 込 み 先 市民活動推進課 ( ５階 ) 

           男女共同参画推進室 
 

[ ビデオ等一覧 ] 

タ イ ト ル 名 
時間

(分)
区分

 女性が太陽になるとき 

 ～ 男女共同参画を進めるために ～ 
26 ①

 21世紀はみんなが主役 
 ～ 男女共同参画社会基本法のあらまし ～ 

23 ①

 地域こぞって子育て支援を！ 

 ～ 薬丸裕英が聞く育児支援ガイド ～ 
28 ①

 あなたを応援します 

 ～ いつでもどこでも誰でもチャレンジ ～ 
40 ①

 根絶！夫からの暴力 

 ～ あなたは悩んでいませんか？ ～ 
30 ①

 広がる未来！私が選ぶ 

 ～ チャレンジする女性たち ～ 
29 ①

 元気に再チャレンジ 

 ～ キラキラしている女性たち ～ 
25 ①

 チャレンジ・ストーリー 
 ～ まちづくりにかける元気な女性たち ～ 

39 ①
②

 ワーク・ライフ・バランス 
 ～ 働きがいのある職場と生き生きした暮らし ～ 

27 ①

87
 夢へのパスポート 

  ～ まちづくりにかける元気な女性たち ～

  ・子育てＮｏ.１の街をつくりたい！ 

  ・地元の伝統食を現代に発信したい！ 

  ・団塊世代が元気を生み出す街にしたい！

）

各
29
分

（

②

 ﾜｰｸ・ ﾗｲﾌ・ ﾊﾞﾗﾝｽを知っていますか？

 ～ 働くオトコたちの声 ～ 
60 ②

 明日への道しるべ 
 ～ まちづくりにかける元気な女性たち ～

60 ②

 

    ※ 区分は①ビデオ、②ＤＶＤです 


